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性を検討するために、Lgr5-GFP ; Villin-Cre; Arid1af/fマウスを作成した結果、


























Villin-Cre; Arid1af/fマウスで認められた異常が Sox9 の発現抑制によるものか
どうかを検証するため、Arid1a 欠失下に Sox9 を過剰発現したマウスモデル
（Villin-Cre; Arid1af/f; Sox9OE マウス）を作成解析した結果、Villin-Cre; 
Arid1af/fマウスで認められた幹細胞の減少、小腸 Crypt-Villi構造の異常、アポ
トーシスの増加がレスキューされた。加えて、3D-cell culture 実験では、
Villin-Cre; Arid1af/f; Sox9OE マウス腸上皮から単離した腸陰窩細胞を用いて
腸オルガノイドの作成を試みたところ、腸オルガノイドの形成能（=幹細胞能）
が回復していることを見出した。 
さらに検証するために、Arid1a 欠失下 Sox9 過剰発現マウス (Lgr5-CreERT2; 
Rosa-lacZ; Arid1a (flox/flox); SOX9OEマウス) において Lineage tracing実験
を行ったところ、幹細胞の子孫細胞供給能がレスキューされることを見出した。 
















 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成３１年５月１４日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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